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井原教授らは様々な機能分子をDNA末端、あるいは骨格中に導入した化学修飾
DNAを合成してきた。これらのDNAは、それぞれの導入分子に合ったユニークな
刺激に対して特異的に応答する。このうち本公演では、刺激によりDNAの構造
を制御して、これをバイオ分析、および機能制御に利用した系を取り上げる。
例えば、金属イオンを捕捉するキレーター分子を導入したDNAは、標的とした
塩基配列のDNA/RNAや特定の生理活性分子が存在するときにのみ発光性の金属
錯体を形成する。このDNAを用いて特異性の高いセンシングが可能であった。
逆に金属イオンとの相互作用によりDNAzymeの触媒機能を制御できることを示
すことにも成功した。
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